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令
和
三
年
十
月
八
日
（
金
）
か
ら
十
月
十
日
（
日
）

ま
で
、
草
津
市
立
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
展
示
ホ
ー
ル
に

て
第
四
十
二
回
滉
陽
書
道
展
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

会
期
中
に
は
、
コ
ロ
ナ
渦
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
三

八
名
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
染
症
対
策

と
し
て
、
会
場
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
設
置
や
検

温
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
密
を
避
け
る
た
め
通
常
通
り
の
授
賞
式
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
際
に
展
示

会
場
に
て
随
時
授
与
致
し
ま
し
た
。
居
合
わ
せ
た
来
場

者
の
皆
様
か
ら
も
拍
手
を
い
た
だ
き
、
心
温
ま
る
お
祝

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

■
滋
賀
県
知
事
賞 

守
山
駅
前
教
室 

引
間
京
華 

滋
賀
県
知
事
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
教
室
が
お
休
み

に
な
っ
た
り
、
介
護
職
と
い
う
仕
事
柄
、
な
ん
と
な

く
緊
張
感
の
あ
る
毎
日
。
書
道
に
気
持
ち
が
向
か

ず
、
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
が
続
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
作
品
展
で
何
を
書
く
か
を
考
え
た

時
、
六
年
前
に
初
め
て
出
品
し
た
読
売
書
法
展
の
詩

文
を
も
う
一
度
書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
見
た
詩
文
と
お
手
本
は
、
字
形
や
線
質
、
全
体

的
な
バ
ラ
ン
ス
が
違
っ
て
見
え
、
新
し
い
気
付
き
も

あ
っ
た
り
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
書
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

重
ね
て
、
教
室
を
始
め
て
六
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
初
め
て
教
室
の
生
徒
さ
ん
が
受
賞
し
て
く
れ
た

こ
と
も
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

生
徒
さ
ん
へ
の
指
導
の
中
か
ら
、
多
く
の
学
び
や
気

づ
き
、
喜
び
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
受
賞
は
、
安
居
会
長
、
中
川
先
生
の
ご
指

導
と
、
共
に
学
び
合
え
る
仲
間
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
へ
の

感
謝
も
忘
れ
な
い
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞
を
い
た
だ
い
て 

守
山
駅
前
教
室 

野
口
虹
翠 

 

こ
の
度
は
身
に
余
る
光
栄
な
賞
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
回
は
初
め
て
漢
詩
四
十
字
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
致
し
ま

し
た
。
五
十
六
文
字
の
時
と
字
の
大
き
さ
や
行
の
字
数
配
分

も
異
な
り
、
大
変
苦
戦
致
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

書
け
ず
に
い
る
時
、
木
村
香
雪
先
生
に
丁
寧
に
ご
指
導
頂
い

た
お
か
げ
で
、
最
終
提
出
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
で
納
得
い
く
ま
で
書
く
こ
と

が
で
き
ず
に
締
め
切
り
を
迎
え
、
作
品
展
で
は
反
省
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
賞
は
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
頑

張
る
よ
う
背
中
を
押
し
て
頂
い
て
い
る
と
感
じ
、
今
後
の
書

道
に
向
き
合
う
力
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

安
居
会
長
、
中
川
先
生
を
は
じ
め
、
先
輩
の
先
生
方
に
感
謝

す
る
と
共
に
、
今
後
共
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第 42回滉陽書道展を開催致しました 

清水瑠奈    野口虹翠    引間京華 

受
賞
者
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た 
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第
四
十
二
回 

滉
陽
書
道
展 

授
賞
者 

 

【
寄
託
賞
】 

滋
賀
県
知
事
賞 

 
 
 
 
 
 

引
間
京
華 

八
幡
晃
太
朗 

滋
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

織
田
蒼
雪 

清
水
瑠
奈 

滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞 

 

野
口
虹
翠 

笹
谷 

遥 

大
津
市
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 

人
部
京
翠 

山
本 

凜 

大
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

望
田
蒼
汀 

小
森
春
輝 

草
津
市
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 

岡
山
香
風 

北
村
綾
音 

草
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

中
宗
裕
子 

山
口
夏
穂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

守
山
市
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 

猪
飼
梢
風 

加
藤
歩
夢 

守
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

森
田
容
苑 

小
山
朗
穂 

近
江
八
幡
市
長
賞 

 
 
 
 
 

桑
原
聖
華 

市
田
瑞
喜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

近
江
八
幡
市
教
育
長
賞 
 
 
 

小
森
玉
葉 

加
藤
優
絆 

日
本
習
字
教
育
財
団
理
事
長
賞 

西
山 

駈 

藤
田
悠
矢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
原
奈
々 

読
売
新
聞
大
津
支
局
長
賞 

 
 

木
戸
脇
詩
織 

八
木
優
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

𠮷
田
汐
玲 

Ｂ
Ｂ
Ｃ
び
わ
湖
放
送
賞 

 
 
 

前
田
祐
香 

田
邊
楓
健 

 
 

柳
本
知
里 

呉
竹
賞 

 
 
 
 

赤
田
結
依 

吉
本
琴
音 

花
田
日
向
子 

墨
運
堂
賞 

 
 
 

山
口
真
由
佳 

今
井
香
月 

松
井
瑞
紀 

【
滉
陽
会
賞
】 

特
選 

 

阪
井
隼
士 

小
槻 

晃 

田
中
虹
帆 

藤
原
京
加 

 
 
 
 

木
村
里
翔 

藤
本
結
愛 

榎
本
圭
佑 

岩
佐
総
寿 

 
 
 
 

平
岡
柚
希 

荒
木
響
葉 

 

■
滋
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
頂
い
て 

野
洲
駅
前
教
室 

清
水
瑠
奈 

 

私
は
「
滋
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」
を
頂
き

ま
し
た
。
大
好
き
な
習
字
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
け

た
事
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

私
は
、
「
紫
幹
翠
葉
」
と
い
う
文
字
を
書
き
ま
し

た
。
こ
の
四
字
熟
語
に
は
、「
山
の
木
々
が
美
し
い
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
字
に
し
た
理
由

は
、
意
味
が
良
か
っ
た
の
と
、
好
き
な
色
の
「
紫
」

と
い
う
字
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
幹
」
や
「
葉
」

の
縦
線
の
終
わ
り
に
気
を
付
け
ま
し
た
。 

こ
の
賞
を
頂
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
電
話
で
知
り

ま
し
た
。
「
賞
を
と
っ
た
よ
！
」
と
聞
い
た
瞬
間
嬉

し
さ
が
隠
し
き
れ
ず
、
う
き
う
き
し
た
気
持
ち
で
そ

の
後
も
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の

こ
と
を
自
信
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
習
字
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

【
二
〇
二
一
年 

受
賞
者
・
合
格
者
】 

 

プ
レ
滋
賀
書
作
家
協
会
公
募
展 

【
準
会
員
推
薦
賞
】
中
井
蓮
花
・
藤
上
妙
翠 

 

シ
ル
バ
ー
展
【
高
齢
出
品
者
表
彰
】
脇 

盛
一 

 

玄
心
書
道
展
【
記
念
賞
】
中
川
翠
玲 

 

読
売
書
法
展 

【
特
選
】
改
発
蒼
風 

 

【
秀
逸
】
木
村
静
宵 

【
入
選
】
日
下
部
雅
苑
・
河
野
翠
風
・
織
田
蒼
雪 

柴
田
翠
湖
・
人
部
京
翠
・
内
山
暢
聡 

橋
本
翠
遊 

 

生
徒
部
八
段
位
合
格
者 

【
三
月
受
験
】（
学
年
は
受
験
時
の
も
の
で
す
） 

生
喜 

葵 

中
一 

毛
筆
・
硬
筆
（
香
雪
教
室
） 

小
原
香
純 

中
二 

毛
筆
（
若
草
教
室
） 

南
中
優
衣 

中
二 

毛
筆
（
若
草
教
室
） 

田
邊
楓
健 

中
二 

硬
筆
（
野
洲
駅
前
教
室
） 

阪
井
隼
士 

中
二 

毛
筆
（
蒲
生
教
室
） 

有
吉 

愛 

中
三 

毛
筆
（
蒲
生
教
室
） 

小
牧
桜
夜 

中
三 

毛
筆
・
硬
筆
（
大
萱
教
室
） 

笹
谷 

遥 

中
二 

毛
筆
（
守
山
駅
前
教
室
） 

荻
窪
至
恩 

中
三 

毛
筆
（
守
山
駅
前
教
室
） 

【
七
月
受
験
】 

狩
野
大
輔 

中
三 

 

毛
筆
（
文
英
学
院
教
室
） 

大
澤 

葵 

中
三 

硬
筆
（
中
村
教
室
） 

南
ゆ
ず
姫 

中
三 

硬
筆
（
野
洲
駅
前
教
室
） 

 
 「

お
詫
び
と
訂
正
」 

機
関
誌
「
滉
陽
六
十
二
号
」
二
ペ
ー
ジ
目
の
第

十
三
回
滋
賀
読
売
競
書
大
会
の
大
学
生
の
方
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
て

訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

（
正
）「
奥
山
穂
香
」 

↑笹谷 遥   八幡晃太朗 

←織田蒼雪 

↑ 

中
川
翠
玲 

玄
心
書
道
展
記
念
賞 

授
賞
の
様
子 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

■ 編集後記 ■ 

今年も無事、滉陽書道展を開催すること

ができました。たくさんの方がご来場く

ださり作品を見ていただく事が出来た

ことを嬉しく思います。（ＭＫ） 


